
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業

事業概要

コロナ禍による影響を受けている中小企業等が、社会経済情勢の変化に対応し、新規事
業分野への進出などを行う場合に、設備投資等にかかる経費の一部を助成することで、
コロナ社会に対応した地域経済基盤の強化を図るもの。
 支援内容:【通常枠】
       コロナ社会対応のビジネスモデル構築や既存事業強化に係る事業
       上限50万円、下限25万円、補助率1/2以内
      【拡大枠】
       コロナ社会対応の業態転換や新規事業の立ち上げを図るような比較的規
       模の大きなものに取組む事業
       上限500万円、下限250万円、補助率1/2以内

効果検証
通常枠19件、拡大枠3件の事業支援を行ったことで、事業の継続、雇用の維持が図ら
れ、地域経済基盤の強化へと繋がった。

事業費 1,802万5千円

実施計画№ R3-10
上下水道料金基本料金減免事業事業名

事業実績

〇事業者への補助
 ・通常枠:19件 8,133,000円
 ・拡大枠:3件 12,838,000円
                  合計:20,971,000円

新型コロナウイルス感染症対応新規事業チャレンジ補助
事業

事業名
事業費 2,097万1千円

実施計画№ R3-4

成果目標
コロナ社会に対応したビジネスモデル構築、新規事業進出、業態転換等に係る事業を支
援し、地域経済基盤の強化を図る。（通常枠:20件、拡大枠:2件）

効果検証
飲食店・宿泊事業者等206件の上下水道使用料（基本料金相当）を免除することで清
掃・洗浄等による衛生管理を徹底しつつ、事業者の経営の安定化を図ることができた。

経済対策

事業実績
〇飲食店・宿泊業者等206件に支援
           合計:18,025,080円

成果目標
飲食業者及び宿泊業者等の経営の安定化と衛生管理の徹底を図る。（上下水道使用料の
一部免除:200件）

⾧引くコロナ禍により大きく影響を受けている町内の飲食店や宿泊業を継続して支援す
るため、上下水道使用料の一部を免除し、事業者の負担を軽減するもの。
 支援内容:R3.5請求分からR4.3請求分までの上下水道料金の基本料金相当を免除

事業概要
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事業概要

外出自粛の影響により静内産の特別栽培米（万馬券）の町内飲食店等からの発注が減少
していることから、町内向けの消費拡大を図るため、農協が行う販売促進活動（米購入
者への当町推奨品贈呈）に対し支援するもの。
 支援内容:販売促進活動経費の3/4を支援

特別栽培米を12,500㎏購入してもらうことで、消費拡大を図り、地域経済を活性化させ
る。

成果目標

成果目標

飲食店等の時間短縮営業の影響を受けた事業者を支援することで、産業経済の持続的発
展に寄与する。（事業者:50件、従業員300人）

効果検証
特別栽培米購入者に町推奨品の贈呈等を行うことにより、5,510㎏分売り上げ、町内向
けの消費拡大及び販売促進に繋げ、地域経済の活性化に寄与した。

事業実績

〇特別栽培米販売促進活動に係る補助金
 ・10㎏購入者への推奨品:522個 471,600円
 ・5㎏購入者への推奨品:58個 28,524円
 ・新聞折込チラシ作成:4,500枚×2回 108,000円
 ・新聞折込料:4,375枚×2回  35,000円
 ・総事業費643,124円×補助率3/4≒ 482,000円
                         合計:482,000円

効果検証
道の要請に基づく時間短縮営業等の実施に影響を受けている町内中小企業者24件を支援
することで、事業の継続や雇用の維持が図られた。

事業費 48万2千円

実施計画№ R3-13
特別栽培米販売促進活動支援事業事業名

事業実績

〇町内中小事業者24件に支援
 ・基本額（事業者）:24件 4,800,000円
 ・加算額（従業員）:67人 2,010,000円
                       合計:6,810,000円

事業費 681万円

R3-5
飲食店等取引事業者影響緩和支援事業事業名

事業概要

緊急事態措置で飲食店等が休業や時短営業となったことで、経営に影響を受けた（飲食
店との取引を行っていた）町内中小事業者の事業継続を支援するもの。
 支援内容:【対象者】
       ①北海道の要請に基づく営業時間短縮を実施している飲食店等との取引
        において、影響を受けている町内中小事業者
       ②タクシー、運転代行事業者
      【支援額】
       基本額 1事業者当たり20万円
       加算額 従業員1人当たり3万円（1事業者30万円を上限）

実施計画№
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冷凍庫賃借料の一部を支援し、事業の持続性を図ることにより、廃業者をなくすことに
繋げる。（漁業者の廃業:0人）

成果目標

実施計画№ R3-14
水産物保管用冷凍庫賃借料補助事業事業名

事業費 150万円

効果検証
漁業関係者へ輸送経費等の必要な費用を支援したことで、コロナ禍での新たな販売形態
を構築するための一連の取り組みが効果的に実施され、地域漁業の活性化に繋がった。
（廃業者0人）

事業概要

魚価暴落対策として、生鮮魚の一次加工品を保管する冷凍庫の借上経費の一部を支援
し、出荷調整を行い魚価の下支えを図るもの。
 支援内容:月額賃借料の1/2以内
 支援期間:R3.4～R4.3
 対象者:ひだか漁業協同組合

効果検証
水産物出荷時期調整のための冷凍庫賃借料12か月分を助成することにより、地域漁業を
活性化させ、漁業者の経営の維持が図られた。（廃業者0人）

事業費 439万5千円

実施計画№ R3-15
漁業生産向上対策事業事業名

事業実績
〇水産物出荷時期調整のための冷凍庫賃借料を助成
 ・月額リース料250,000円×12ヵ月分×補助率1/2＝1,500,000円
                           合計:1,500,000円

事業実績

〇輸送費等の必要な経費の一部助成
 ・町内:実稼働日数52日×15,000円＝780,000円
 ・町外:取扱実数量682,566㎏×12円/㎏＝8,190,792円
  総事業費8,970,792円×補助率1/2以内≒4,395,000円
                        合計:4,395,000円

成果目標
輸送経費等の必要な経費の一部を支援し、地域経済の活性化を図ることにより、廃業者
をなくすことに繋げる。（漁業者の廃業:0人）

事業概要

魚価暴落に対する価格の下支えのため、出荷に係る輸送経費等の必要費用を支援し、生
産加工から保管までの一連過程の総合的な推進を図るもの。また、さらに規模を町外に
も広げることで販路拡大につなげ、今後における魚価の維持・向上を図るもの。
 支援内容:加工生産から保管までの一連過程のうち、加工品等の輸送に要する経費の
      1/2助成
 対象者:ひだか漁業協同組合
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事業概要
コロナ禍による消費停滞や魚価安の影響を受け、出漁自粛による生産減少など経営が厳
しい漁船漁業者に対し、操業に必要な経費の一部を支援し、事業の持続性を図るもの。
 事業主体:ひだか漁業協同組合

成果目標
操業に必要な経費の一部を支援し、事業の持続性を図ることにより、廃業者をなくすこ
とに繋げる。（漁業者の廃業0人とする）

事業実績

〇漁船用燃油や漁業用資材、その他必要な経費の一部助成
 ・船外機船のみ:69隻 4,830,000円
 ・船外機船（2隻目以降）:49隻 1,470,000円
 ・船外機船（動力船所有）:71隻 2,130,000円
 ・動力船（5トン未満）:64隻 6,400,000円
 ・動力船（5～10トン未満）:13隻 2,600,000円
 ・動力船（10トン以上）:12隻 3,600,000円
                           合計:21,030,000円

事業名 漁船操業緊急支援事業
事業費 2,103万円

実施計画№ R3-24

事業概要

これまで活躍した新ひだか町産駒等の競走馬をカードにし、各飲食店・宿泊施設等に配
付することで、町内外の競馬ファンがカードを求めて、コロナ感染症の打撃を受けた飲
食店や宿泊施設を積極的に利用するきっかけをつくり、地域経済の活性化に繋げるも
の。

成果目標 カードを100以上の店舗・施設で取扱ってもらい、地域経済の活性化に繋げる。

事業実績

〇トレジャーホースカード事業業務委託に係る経費
 ・ホースカード作製（50,000枚）
 ・PR備品等作製（のぼり、ポスター、チラシ等）
 ・連動企画事業（宿泊者への限定記念品配付など）
                         合計:9,167,774円

効果検証
漁船漁業者に対し、操業に必要な経費の一部を支援したことで出漁機会が増え、生産が
増加し、地域漁業の維持が図られた。（廃業者0人）

事業名 新ひだかトレジャーホースカード事業
事業費 916万8千円

実施計画№ R3-26

効果検証
105件の飲食店や宿泊施設などでカードを取り扱い、配付前からＳＮＳなどでＰＲをし
たことで、町外・道外から訪れる方もいるなど、配付開始から飲食店等の利用者が増
え、地域経済の活性化に繋がった。
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事業概要
コロナ感染症の影響により売上が減少した町立温泉施設の指定管理者に対し、事業に必
要な経費の一部を支援することにより、事業の継続及び雇用維持を図るもの。

成果目標 雇用人数の現状維持。

事業実績

〇町立温泉施設への支援
 ・三石:実損失額42,032,000円×1/2≒20,000,000円
 ・静内:実損失額6,186,000円×1/2≒3,000,000円
                           合計:23,000,000円

事業名 町立温泉施設事業継続支援事業
事業費 2,300万円

実施計画№ R3-27

効果検証
電気料等の負担軽減を行うことにより、運営継続が困難となる通り会を0とすることがで
きた。

事業概要
新型コロナウイルス感染症の影響により事業収入などが減少している商工事業者で構成
する通り会への支援のため、街路灯の電気料等の負担軽減を行うもの。

成果目標 運営継続が困難となる通り会を0とする。

事業実績
〇街路灯に係る通り会負担分への支援（10通り会分）
 ・電気料負担分:153,973円
 ・LEDランプリース料負担分:424,215円     合計:578,188円

効果検証
事業に必要な経費の一部を支援することにより、事業の継続及び雇用維持を図ることが
できた。

事業名 通り会電気料等負担軽減事業
事業費 57万8千円

実施計画№ R3-29
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